
【現在活動しているグループの紹介場面】  

今回は、自己紹介やワークの時間を取ったことで、参加者同士のコミュニケーションを

図ることができました。また、イベントを実際に行う上で必要な役割に分かれて、実施を想

定したシミュレーションをすることで、実践的な学習ができました。 

次回、この講座を経て集った有志が自主的にイベントキャラバンに向けて、改めて具体

的な計画を立て実行するということを参加者全員で共有できるようにしたいと考えていま

す。 

【各参加者が持っている情報を共有】  

「ほっかいどう学」地方創生塾（網走市） 

 ２年目 第２回 

日 時  令和２年 10 月 25 日（日） 10 時～12 時 

会 場  網走市南コミュニティセンター 

参加者  28 名 

内 容  子どもイベントキャラバンサポーター養成講座 

         「子どもイベントキャラバン実施に向けた組織づくり」 
２回目の地方創生塾は、28 名の市民が参加して、

子どもイベントキャラバンに参加を希望する個人や団

体の活動紹介とグループワークを行いました。 

前回同様、塾長の廣瀬隆人氏から子どもイベントキ

ャラバンの目指す姿や来年度の活動実施に向けた説

明がありました。その後、今回集った個人や団体が現

在活動していること、これからキャラバンの一員として

できることを参加者全体に紹介しました。 

【紹介された個人や団体の活動内容(例)】 

・音楽を取り入れた読み聞かせ 

・創作体験（凧づくりや竹とんぼ、折り紙など） 

・科学実験 

・健康教室（遊びながら体の仕組みを学ぶ） 

・動物と触れ合う場づくり など(19 の個人や団体) 

講座後半では、ゲームを通して話を聞く姿勢や会話

をうまく繋げて課題を解決する大切さに気付くことを目

的に、様々な個人や団体が６つのグループに分かれて

課題解決型のグループワークをしました。その後、来

年度子どもイベントキャラバンを実施するとしたらどの

ような役割やスケジュール感が必要かを「事務局」「時期」「対象」「方法」「調整」の５グループに

分かれて、実施期日や参加対象などを話し合い、最後に全体で方向性を決める、という一つの

イベントを実施するための一連の流れについてシミュレーションをしました。 

 

成果と課題 


